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は じ め に

沖縄県海外留学生受入事業は、 当財団が沖縄県より受託して行っております。
平成1 7年度は、琉球大学に海外移住者子弟留学生4名・アジア諸国等海外留学生4名、

県立芸術大学に海外移住者子弟留学生2名、 名桜大学に海外移住者子弟留学生3名の合計
1 3名を受け入れました。

この事業は、 本県出身移住者の子弟及び歴史的に繋がりの深い中国 ・台湾から優秀な人
物を選抜し、 県内の大学に留学させ、 日本の文化・産業・教育及び社会の実状を 理解させ
るとともに、 県民との交流を深め、 広く移住先国及び出身先国の発展に貢献しうる有為な
人材として育成し、 本県との国際交流を促進することを目的としております。

この報告書は、留学生が本県での留学中に感じた日本・沖縄に対する率直な意見や感想、
大学での就業成果等をまとめたものです。 学内スピー チ大会や、 研究テ ーマ発表へ向けて
の取り組み、 ホー ムビジット・ホストファミリ ーとの交流など、 様々な経験を経て成長し
ていく姿が垣間見えると思います。 本書が、 当事業理解の一助となれば幸いです。

本事業実施に際し、 留学生を受け入れていただきました琉球大学、 県立芸術大学、 名桜
大学、 並びに関係者の方々に対し、 心から感謝申し上げます。

財団法人 沖縄県国際交流・人材育成財団
理事長 山内 彰
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0海外移住者子弟留学生(9名）

世界観と視野が広くなりました。

沖縄で学んだこと

楽しかった。

勘違いしていませんか？

沖縄でのすばらしい経験

うちな一大好きさ ー ！ ！ 

天からの贈り物

・ 私の原点を探しもとめて

皆に伝えたい一年間

0アジア諸国等海外留学生(4名）

・ 沖縄一年感想

沖縄の日々

笑いたい！泣きたい！沖縄！

島んちゅぬ宝
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では、自分のアジアに対するイメ ージはアジアとは紙に書いてある

地図しか思い浮かびませんでした。 沖縄に来て色んな人と出会ったり、色んな文化を知っ
りしたので世界観と視野が広くなりました。 沖縄で留学が出来るのは素睛らしいチャン

スだと確信しました。
琉球大学側か

と日
な活動やイベントをしてくれました。5月から

とは三線を習っています。10月から
ニんじ

した。 みなさんご存知のとおり、 一

ンタ

スタ

1年とい
らこういう

ャンス

しようと
そして9月に東京で行われた日

り合う事が出来て本当によかったと思います。
ています。

に、色んな交流を出来て、イベント、
からたくさん面白い経験をして、心を豊になっ

り つ
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す。 ハワイは国1｀ すか？
零生のスビーチ大会のどきも「名前（国）」ど言かなけ才l Iかヽt1よゼん1.、

が、 ハワイは、 アメリカ合泉国の一 苓｝、 ハワイ州のはずなのに、 先生達l:t
t 「アメリカ」1‘｀はなく「ハワイ」ど言きなざヽ ‘ど言っ7、 、 i l t：：。 ど1

7‘・
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勘違いしていませんか？ ケンキ 2006 · 0113 

山、 腹 切り」というと、何のことだかわかりますか。 ピンとき
た人もいると思いますが、外国で日本というとイメ ー ジされるものだそうです。
インタ ー ネットが発達し、いろいろな情報が簡単に手に入れられ、テレビの
面で世界の様子が手に取るようにわかる時代になっても、まだ日本人は着物で
生活していたり、切腹したりする人がいるのだと勘違している 外国人も多いよ
うです。こんなふうに日本が目に映っているなんて、こっけいですが、心外に
感じませんか。実は私も日本に来て、勘違いが多いことに驚きました。日
対する勘違いではなく、 カナダに対する勘違いや誤解です。

つ目は住んでいる場所についてです。みなさんは、 カナダ人はどんなと
ろに住んでいると思っていますか。大自然に囲ま
んでいるというイメ ー ジを持っている人も多いのではないでしょう
という国は、もちろん広くて自然があって、人口も少ない方ですが街はにぎや
かで、 高層ビルだってたくさんありま ' 0

またカナダには 熊、山猫、 ヘラジカなどたくさんの動物が生息していま
が、普通に生活道路を歩き回っているわけではありません。もちろん私も動物
園でしか見たことはないのです。

次に、気候に関する勘違いです。カナダは冬が長く、 とても寒いのは確かで
すが、カナダ全国がそういうわけではありません。私の出身の都市、 バンク
バ ー は西海岸にあり、南から来る暖かい海流の影響で冬でもそんなには寒くな
らず、雪もあまり降りません。日本の東北の方がずっと寒くて雪が積もる場所
です。

三つ目は初めて日本人と食事をする時によく、豆腐という食べ物を知って
いるのかとか、「醤油って聞いたことある」とか、「ゴー ヤ ーを食べたことある
のかなど間かれます。もちろん私は 豆腐や醤油を知っています。ゴー ヤ ー も食
べたこともあります。ですが日本人はカナダに日本製品や日本食は一 切ないと

えているようです。今はカナダではどこに行っても日本レストランは探せる
と思います。バンク ー バー はとくに日本人が多く、たくさんの日
出しています。ここ最近、日本でも大きいチェ ー ンストア、
や中古本屋ブックオフもバンク ー バ ー で店を開いていまジ 0

の店ダイ

-

)
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‘

i‘
 。日本人も留学生でも私がカナダ人と聞くと、フランス語が

ペラペラだと思われてしまいます。カナダには、 フランスとイギリスから
してきた開拓者がいて、フランス語も英語も母語として使われています。です
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ス語はカナダでフランス人が住んでいる州、 ケベッグ）廿でしか使わ

いません。 他の州は全部英語です。私の出身地バンク ー バーという町は、

ベック州からはとても遠くフランス人はあまり住んでいないのです。フラン

は小学校の時、二年しか習わないのであまり難しいことも学びません。今

はほとんど忘れてしまいまし I-O

カナダ人はみんなフラン

ダのことについて勉強したとき

の してカナダにはフ

しか勉強していない。」という

料を探してみたらこの＝

つ"‘ かったです。

話すと思うの

カナダの大自然、ロッ

ると、「学校でカナ

山脈やナイアガ

ス人がいっぱい住んでいるケベック州のこと

いです。 図書館でカナダについての

についてたくさんありましたが、他のことに

うしてこのような勘違いや誤解が生まれるのでしょうか。それは授業の

ではないでしょうか。もちろん日本だけではなく世界の国々が外国

-とに対して問題になることかもしれません。教科書に書かれている情報

けで国や異文化を評価していると誤解を招きやすいことを、教える側の先生

にはっきり注意しないといけないと思います。そして学ぶ側の生徒

タ ー ネット、テレビや教科書などさまざまなメデイアを使用して正し

い知識を理解するようになら

も留学生や日本人学生と

とができ、 私も他の国に対し

って今まで知ら

っだ情報や、

つにことを学ぶこ

きまし /;...Q

いる間、せっかくたくさんの留学生が集まっている琉大で勉強する

ので 日本のことだけではなくいろんな国のことを学んで帰りたい

と思います。そして自分もみん カナダという国のこと たいと思います。
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ブラジル リ

沖縄へ留学してもうすぐ一年が過ぎようとしています。 気が付けば一月。 時が経つのを
忘れてしまうような一年間でした。

小さい頃から憧れていた沖縄での暮らしと大好きな琉球舞踊が専門にある大学への進学。
それが沖縄県立芸術大学への留学という形で決まった時は本当に嬉しかった。

本場沖縄で舞踊を学べる。 。 °。 その日が近づくたびに心は喜びと興奮に満ちあふれて
いきました。沖縄には何度か来ていたせいか、正直、不安などは感じていませんでしたが、
実際住んでみると、 すぐに留学という言葉に含まれている苦労や辛さがわかりました。 さ
らには親元を離れて一人暮らしをするという事がどれだけ厳しいものかもわかりました。
それではじめは寂しさのあまり泣く日が何日も続きました。 でもしばらくすると、 そう
える時間の余裕もなくなるくらい忙しくなりました。

大学では舞踊のほかに組踊、 三線、 琴、 太鼓、 扮装法などを学びました。 そのなかでも
も興味深かったのは組踊でした。 なぜならブラジルの沖縄県人会の若い世代の中では組

踊があまり知られていないからです。 組踊は舞踊と違って台詞や演技力が必要とされ
しいものではありますが、私自身歌劇などにも興味があったため、逆に楽しく思えました。
秋には学内演奏会があり、 私は「万歳敵打ち」という組踊に先輩や同級生と一緒に舞台に

ことができました。 私にとって初めての舞台です！緊張のあまりなかな
かったのですが、 本番では無事に成功しました。 思い出深い経験です。

それから、 扮装法の授業では舞踊に使われる衣装の着付け、 髪結い、 化粧など り
ました。 全て細かい作業が多く、 今でも苦労しています。 また、 何よりも難しいのが 一

や琴、 太鼓などの演奏でした。 技術を習得するにも時間がかかり、 さらに芸能。芸術とし
て演奏することの難しさを痛感しました。 大学でのこれらの授業を通して、 自分の好きな
琉球舞踊だけでなく、 何に対してもあきらめずに頑張る大切さがわかりました。

大学の他に琉舞道場にも通っています。 道場の中での礼儀作法やしきたりは本当にきび
しいものです。
ブラジルでの経験とは異なることも多く、 初めは戸惑い、 くじけたりもしました。 八月に
は琉球古典芸能コンク ールに新人部門で参加しました。 一年間で最も辛かったのはこのコ
ンク ールのための稽古の期間だったかもしれません。 厳しさにたえきれず何度もあきらめ
かけましたが、 先生方や先輩達にはげまされ、 不安をのりこえてなんとか合格することが
できました。 辛かったのと同時に一番嬉しいできごとでした。

コンク ールが終わり、 落ち着いた頃からは、 機会があれば公演にも参加させてもら
ようになりました。今では公演に参加するということをごく普通のように感じていますが、

を踏み、 自分の踊りを披露できるということがどれだ
らしいことか！ブラジルでは
味わえない感動的なことです。

，

 



留学期間の中で、 もう一つ嬉しかったことがあります。 今年度の留学生たちと出会えた
ことです。 それぞれ意志を強く持った、 やさしく楽しい人たちばかりです。 皆でお祭りや
いろいろなイベントに遊びに行った時は楽しくてしかたありませんでした。 彼らと知り合
ったことは私の考え方が変わるきっかけにもなりました。 皆に感謝しています。

に来てすぐの頃は何に対しても不安をいだき、 泣いてばかりいました。 留学したの
はまちがいだったのではないかと思わない日はありませんでした。心のゆとりがなくなり、

を楽しむことを忘れてしまっていました。 でも、 今はちがいます。 今ではそう考えて
いた自分を恥ずかしく思います。 私にとってのこの一年はブラジルでは決してできない経

ばかりです。 自分がどれほど恵まれているのかを実感しています。 この一年、 失敗はか
ぞえきれないほどありました。 でも、 私は強くなりました。

こんなすばらしい機会を与えてくださった皆様、 そしていろいろなことを教えてくださ
った先生方、
そしてたくさんの友達に心から感謝しています。

これから先まだまだ学びたいことはたくさんあります。 沖縄でのすばらしい経験をブラ
ジルでも活かしたいと思います。 これまで親切にしてくださった皆さまへの感謝の気持ち
を持ち続け、 そして、 どんな時でも初心に帰ることを忘れずにもっともっと頑張っていき
たいと思います。

本当にありがとうございました！ ！ ！ 

旗頭フェスティバルにて玉扇会のみんなと
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学内演奏会

組踊記念碑の前

道場の先輩と

そ

と

さん、

さん、 ごめんネ）
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プラジルから来ました斉藤悟レアンドロです。三世です。私は子供の時から、 沖縄が好きで、
。五歳の時琉球舞踊を始め、 七歳に初めて沖縄来て、

門しました。あれから十二年になり、 去年は沖縄県留学生として
ク ール優秀賞受賞しました。又、 太鼓は光史流師匠小渡和道氏か

がら、 琉舞道場や太鼓道場など通っていました。いつも、 自分の好
かったです。又、 いろんな良いチャンスがいっぱいあり、 とっても
。国立劇場おきなわや沖縄県かりゆし芸能公演で踊る事が出来、

\ t \ - • - L 、 、 、

り、 琉球舞踊
ジルに帰っ

す。ですから、
います。頑張り
ブラジル沖縄県人会、 財団などのおかげで沖縄で勉強が出来ました、 私はとっても嬉しいで

謝しております。先生方や友達、 親戚などにいろいろお世話になりました。ありがとうござい

この一年間の事は、 私の心に思い出として残ります。又、 沖縄に来る事を、 楽しみにしてい

゜
咸
J心ヽ

゜

゜



天からの贈り

人生の中で

つ］こことが

自分が何をするの

それが自

いても、 Vヽ

兎ムカゞ2002 日 II県 しに ヽ ケ ぐ し

でいたとき、 日 あ した。 日

、 日本人と -とがなかっ だ挨拶だけ

ったと思い の後、 ン て、

し した。 そし

、 外の国にいくことはぜったい

しつかり決めていたつもりでしたが、 一

ャンスがあ

られたのでぜひ、

ら日

あった時、 とて

かそうと留学の準備を始めまし

私の人生目

日

を広げることです。 ですから日

、 違う考え方を知ろうと来まし

この一年間で ヽ
し＼ いろなこと 大学の ＝

け花などのサ ク ルに参加したり、 日

を取っ り、 イ

と日本の文化 ＜ に行

ること すばら し 外の文化

し、 日 でき し

と うことが のでとてもよかっ ＜ 

ついのらゆること し＼ したりして、 自 げること
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し という経験は、 私の期待を越えた

ことだと思っています。

らしいものです。 今

沖縄という地は、 私の祖父と祖母の母国なのでそれは私の母国だとい

うことにもなります。 祖父と祖母が生まれたところまで来るのが出来てとて

も感動しました。

ゞ ヽ

‘‘ 

ツと

りませんで

したのが昨日だったと感じるくらい、 私にとってこのー カ

に過ぎました。 これまで国に帰りたいという

にもっと残りたいなあと思ってい

日本で学んだことは私の将来、 また過去にもかかわってくるもの

それは私の人生すべてに役に立つでしょう。 そして、 いつまでも、 いつまで

私の心の中に残ると思います。 沖縄で作った思い出は私の宝物とし

しておきます。

また、 留学したことがまるで天の贈り物のようだと感じています。

さん、 この機会を与えてくださって心から感謝しております。

田代 エリカ



山入端 カロ ー ラ

につけい さんせい

私は日系ペルー三世です。

りょうしん すえっ こ そ ふ ぽ

私の両親とも末っ子なので私は祖父母を知ることがで ませんでした。

そ ふ ぽ わた

祖父母はなんでペルーに渡っ

のでした。

のかという
ぜんぶお じたち

は全部叔父達のはなしで知った

しゅっしん

父方は玉城出身そして
しゅっしん

は北谷出身です。 いとしヽう ヽはつ

ね
かぞく

ありました、私の家族、
げんてん

そして原点 りたっかたのです。

ふかのう ちか

ペルーでお金をため日本へ旅行しにくることは不可能に近いのです。

父はいつも沖縄について籍り く話してくれました、
りかい

前の私なら理解で ない

ほこ とつけん

誇りでしたが今はそんな父よりも先に沖縄に来て沖縄を知ることが特権に思い

ます。
たましい と ち ふ

シマンチュ ー 魂はこの土地を踏んで、 自分の目 で見て始めて分かる

ものです。

私の父は沖縄の土地を知ることはまだないのですが
りょく

カ、

たのです。

しみ
らくてんてき

楽天的 な こと、その ヽ

から えら

ることがで

ヽ



とてもうまく、 いつも
やく

げ役くだったそうです。

にいた頃

しくても

なかったのですが、 沖縄に来て気がつきました、 どん

じんせい

ュは人生を楽しむ人々だといこと。

とは

につい、、

しヽの

これから

私の

り

ンデ
ノ

っしいること

であ

あら

り、 め こと←臼J -r 、

く、 じ ことりハズ、いノ «
~o

ヽ 印J り り、 んでい 込々

ヽ こと て、 ＜ 

l ッ し
｀ヽ の という の っと ヽし

し り ‘ ヽ

ヽじ
ゞ,_ こ1 す。

こ

の 私は—

こと

、｀ヽ

ヽ r 

ら

ぶ
ノ

し＼ に

\； \ 

の えていますc



えたし

ラ ジル 玉城 ジュ リ ー

も う 十 ヵ 月 に な り ま し た。 私 は こ の十 ヵ 月 名 桜大学で 日 本語や沖縄 と 日

と 文化を学んでき ま し た。

沖縄へ来 る 前私は と て も 喜んでいて少 し 興奮 し て い ま し た。 ボ リ

港では と て も し て いま し

5 分 も かか り ま せ ん で

＜ 沖縄へ到着 し た か っ た

3 0 時間 も あ っ と い う

ま し

目 を選ぶ こ と が 出 来 る

と 文法の勉強 を し

沖縄につい て の科 目

人の健康 と

した。

ま た、 目

は科

し た り 、

し た。 後期 で特に学んだ こ と

こ と わ ざです。

と い っ た

‘
、

あ と は 三線サ ー ク ル、 水泳部、 バ レ一部

本人の友達を作る き っ かけに も な り ま し

と 思い ま す。 海は美 し く て 、 空 も

り ま せん。 私が始めて 沖縄の海を見たの

し た。 サ ー ク ルは 日

っ て いた と き です。 そ の 日

リ ビア

ですc

ラ ンテ イ ア

ハー リ し

よ く あ り し た が 、

しい海で泳ご う と 私は水泳をや り 始め ま し た。

つ 7こ り 、 友達 と 海へ行っ た り 、

ー ム ヘ行 っ た り し て いま し た。 あ る 日

と て も

を 車

と て も 美 し か っ

り 、 ボ

こ で、 日

と

し て し

W ヽ思し ＼ る こ と が 出

の 学

、 こ の旅行

し て い ま す。



京都府、 き し 日 本列島は小さい

っ た ことがあるの した。

と室なの ら出るため と け花や折 り

をして し し とて も 親切

しし し その学んだ こ と リ ビアの友達や人々

に伝えたいと ヽ 特にイチャ リ ヨ ちです。 がら海を持 ち 帰る

こ と 、 私が し ウチナーはボ リ り ま す。

なっ り がと う ご ＼ し ッ ペー ニ ー

ヽ

? は しておき‘ 

- 18 



っ と い う の ヽ し

つ

リ ト 地だ」 と て し の

＜ 

っ と さ

ではなし ご く

ャ ンパス も と も し く て 、 こ こ で安心

き 自 ら ヽし も ら う

こ と を知 り 、 当 ヽっ 自 し て し の ヽ

ぶ
ノ

ことる

自

し

と

テ

ぶ
ノ

ら

さ し し

と かする と き も

＜
 

も

ま で

ら―

り

ら 、 ヽ こ と ら と 思 う



ぅ廼 答ヽ°
ヽ ヽ 、 すば ら し い仲間ができ、 すば ら しい先生た ちとの出会い、 自 分も国へ戻 っ て 、

る こ と が あ っ た ら 、 必ず 自 分の学生に沖縄の美 しさ を伝えたいと誓 う 。 本当

に沖縄に来て よ か っ た ！

20 -
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し た ！

ヽ

上 ，．，＇ ヽ 、 ミ ン サ ー 叫 ヽ 国
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• 9▼ 

I 

生
悩
を

リ ヽ

、
強 も しろ く

い と 思 い ま 7 0 

浦 添市 の福祉セ ン タ ー で お し ゃ べ り サ ロ ン に も 日 本語 で 日 本人と
い ろ ん な テ ー マ の 交 流 を と お して 、 日 本文化と 日 本人の 生 活 がわ か る よ う に な りは した 。

めI、 折 り



► 群馬ガら、 粘に含いに莱厄聡美已宜蒙 長 噂の南星様①アグのカナパーこ、

顎田家0)患子もん万 長

ア＜窃兄もんこ後ろl：：：し＼奇スンもん。

長 児玉和子もんこ娘もんの席子、 毬言
（き尼一人にいる、 束紗）

枷 親笈①謡治もん．．．スピーテ①原祠ガ
終わっ厄時の様子

長

枷 忘年舎 l 笞ごく楽onっ厄 ！
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P
J
 

0 ·- か ら

々 と

し て お り 享 ， 。

し ま
て ＼ 、 ま す
＼ ＇ ま



。 笑いたい ！ 泣
笑い たい ！ 泣き たい ！ 沖縄 ！ ！ 

‘、
9

＇羮＼
 
ーた

J

゜
は 中 国 か ら 来た県費留学生ですが 、 実は 日 本 に 来た ばか り の 頃、

日 本語が 全然話せな く て 、 困 り
ま し た。 そ の と き は一緒 に 中 国
か ら 来た友達が 時々 通訳 し て く
れ た か ら 感謝で胸が い っ ぱいで
す。 いい友達が いれば、 それ以
上 に女喜 し い こ と は な い だ ろ う
思 い ま し た。 そ れ か ら 、 日 本語
を勉強 し始 め ま し た。

切 完生 •与可靖貼認こ ・ 平和来主

私 は 中 国 では活発で、 お し ゃ べ り な人ですが 、 日 本で は言葉が分
か ら な い か ら 静か に な り ま し た。 眠 る 時間以外 で は 中 国語が し ゃ べ
れ る 友達 と い つ で も ど こ で も 一緒 に い ま し た 。 それは も ち ろ ん よ い
こ と で は あ り ま せん。 なぜな ら ば、 友達は私が い る と 自 分の こ と が
何 も で き な い の です。 私 は い つ も 友達に頼 っ て ばか り で、 悪い と 思
う の で、 こ れか ら も っ と 日 本語が で き る よ う に と 、 日 本人 と 友達に
な る よ う と 努力 し て い き たい の です。

私 は ク ラ ス
〇 メ ー ト よ り

一 ヶ 月 も 遅
れて 、 初 め て
の 授 業 を う

し た。

゜

＜ 

く だ さ り 、 \1 ヽ ろ ん な

ー

来た ク ラ ス メ ー ト た ち し く 接 し て く

- 28 - ゜



゜
れたおか げで、 毎 日 彼 ら と 仲 良 く 勉強 も で き て 、 色々 な活動 も し て、
と て も 楽 し い 日 々 を送 り ま し た。 そ の上、 日 本語の レベルが上が る

叫し亭 ，，'→念箋譴讐攣‘-情II
”

よ う に 、 先生方
は 日 本 人 と 交
流 す る 機会 を
探 し て く だ さ
り ま し た。 例 え
ば、 小学校 の 学
生 と 交 流 し た
り 、 日
生 と 会 話 し た
り す る 場 ま で
作 っ て く だ さ

訊痴 の 知 緑 JI. 餌 全最写展

っ た の です。 そ れか ら 、 私 は 日 本諾が少 しずつ話せ る よ う に な り
し た。

ま た 、 日 本語を勉強す る だ け では な く 、 日 本の 文化、 沖縄の文化
に つ い て も た く さ ん学ぶ こ と も で き ま し た。 悠久 な る 歴史 の
や 日 本一番 う つ く し い水族館、 沖縄県立博物館 な どへ も 行 き ま し た。
そ し て 、 読谷村に も 行 き ま し た。 そ の 時、 読谷村の方々 か ら 沖縄三
線 の 始祖 は赤犬子 と か沖縄の特産 は紅芋 と か琉球ガ ラ ス の 作 り 方
な ど色々 な文化 を教え て く だ さ っ て 、 い い勉強 に な り ま し た。

ま た 沖 縄県 国 際 交 流
人材育成財団 の み な さ
ん は 県費留学生 の 私達

゜

゜



の た め に 、 わ ざわ ざ休み を利用
し て 、 ビー チパテ ィ ーや忘年会
な ど を し て 、 あ ま り 会 う こ と が
で き な い 県費留学
生 た ち と の 交流す
る 場 を 設 け て く れ
て 本 当 に 心 か ら 感
謝 し て い ま す。 こ
れ だ け で は な く 、

沖縄県 国 際 交流 人

材育成財 団 の お か
げ で 、 ホ ー ム ス テ

゜
〇 ィ 先 の も で き ま し

た 。 ホ ー ム ス テ イ
の マ リ 子 さ ん は親

■■瓢j'呵六万＇ ＇信躙疇戸/ ,ぉヤカ-` ,；二塁王，

栗lf田宗歴曲 ・ 知 咄 冠K ・ 茄玲

切 し て く れて 、 識名 園 も 連れて 強 く 感 じ ま し た。 こ の 一 年間本

く れて 、 お正月 の お雑煮 も 作 っ 当 に楽 し か っ た の です。 こ ん な

て く れま し た。 さ ら に 、 私の誕 素敵な経験 を 与 え て く れ た マ リ
生 日 ま で も 覚 え て く れて 、 す ば 子 さ ん に感謝 し た い と 思い ま す。

ら し い花鉢 を 贈 っ て く れた の で

す。 家族の よ う な ほ の ぼの と し
た暖か さ を異国で留学 し て い る
私は ウ チナ ー ンチ ュ の 人情味 を ゜

゜

こ の 一年間 に う れ し い こ と も 悲
し い こ と も あ っ た の ですが 、 全部

大好 き です。 こ の 一年間 7]ゞ絶苅一

王忘汀ま 亡 ，·、し。 泊鸞で こ ［うすな ら
、 三 芦 爪 で き た e） は 芦 遺 国

三流）こ詞育成財団 琉翠大学の先生方の

平間 杞 り が と う ご さい ま し た。 ク デ ス の三

］ 出会 え て 、 本 当 に よ かっ た でず。

ま た会い ま し ょ う ！ ； ［ ！ ！ 

、ジJ

゜
＜： 

/
‘‘ 
）ヽ 

（ロ
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と 似て い る の も あ り ま す。 ど こ へ行っ て も 、 エイ サー、 三線 と 太鼓の音が心

しい感 じが して、 ま る で第二故郷の よ う に思 う か ら 、 全然ホーム シ ッ ク にな り

した。

し

ど も 中国か ら伝わ っ て き たのです。 沖縄料理の 中に、

ら 、 こ 6 月 25 日 、

ど こ で も 楽 しい 思

く り 、 す ば ら しい記念

っ て き ま し た 。

と かチャ ンプル

パ ー テ ィ ー に も

い ろい

し て 、

ピー

9 月 に具志川

した り 、

一 日 楽 しい交流で した。

り して、

ィ ー

座間味の海

周知の よ う に 、

れし

も た ＜

ド ラ イ
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く て

で も 、

かい心だ と 思いま す。

自 分の心 も 広 く な っ て、

く 、 海 よ り も き れい な の

と 出会いま し た。 短v

ら っ た り 、 あ ち こ ち観光に行っ

の時、 た く さ んおい しいお正月

り 方 も 教えて く れた り 、

でお正月 を過 ごす こ と

日

て よ かっ たな と

く だ さ っ

花のプレゼ ン ト も いただき ま し た。 こ

た い と 思います。 たぶん、 う ち な一ん ち ゅ が明 る

て い る ので、 広 く

と

た のではな いか、

ら い

ら しし

と 思し

さ ん

さ せて も

と っ

返

に

ら

恩

ち

翠ゥ`ソ`

ウ
てし

と

゜
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